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新
春
を
迎
え
て

新
春
を
迎
え
て

　

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
会
員
の
皆
様
の
セ

ン
タ
ー
活
動
へ
の
支
援
と
と
も

に
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
経
験
の

環
境
の
中
で
の
就
業
活
動
へ
の

取
組
の
努
力
を
頂
く
中
で
、
会

員
数
、
事
業
実
績
の
状
況
等

様
々
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

し
た
が
何
と
か
年
越
し
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

旧
年
中
の
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
、
心
か
ら
の
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
セ
ン
タ

ー
に
温
か
い
ご
支
援
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
変
わ
ら
ぬ
お
引
き

立
て
を
い
た
だ
き
ま
し
た
新
座

市
、
各
企
業
そ
し
て
市
民
の
皆

様
に
改
め
て
の
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
も
前
年
同
様
ほ
ぼ

一
年
を
通
じ
て
コ
ロ
ナ
の
中
で

の
生
活
そ
し
て
セ
ン
タ
ー
活
動

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
や
「
蔓

延
防
止
等
重
点
措
置
」、
リ
バ

ウ
ン
ド
防
止
の
た
め
の
「
段
階

的
緩
和
措
置
等
」
は
と
り
あ
え

ず
解
除
・
終
了
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
拡
大
と
と
も
に
、
感
染
者

数
の
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
減

少
は
、
と
も
す
れ
ば
も
う
大
丈

夫
と
の
感
覚
を
抱
か
せ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
新
た
な
変
異
株︵
オ
ミ

ク
ロ
ン
︶の
出
現
等
引
き
続
き
基

本
の
対
策
は
な
お
継
続
が
求
め

ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
頑
張
り
の

気
持
ち
で
進
も
う

　

日
常
生
活
そ
し
て
セ
ン
タ
ー

活
動
と
も
、
コ
ロ
ナ
を
頭
に
置

き
な
が
ら
も
う
ひ
と
頑
張
り
の

気
持
ち
で
進
ん
で
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
。
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
「
笑
顔
が
見
え
る
、
大

き
な
声
が
聞
こ
え
る
」。
い
ろ

ん
な
場
所
で
、
そ
ん
な
場
面
が

早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
職
員
の
紹
介
】

片
山　

佳
則
事
務
局
長
心
得

　

昨
年
10
月
、
船
津
局
長
よ
り

引
き
継
ぎ
、
責
務
の
大
き
さ
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
賜
り
精
一
杯
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
業
務
委
員
会
・
成
年

後
見
委
員
会
・
総
務
委
員
会
・

広
報
委
員
会
・
親
睦
会
を
担
当

致
し
ま
す
。

長
瀬
友
理
子　

健
康
第
一
に
仕

事
に
打
ち
込
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

足あ

助す
け　

達
也　

今
年
は
仕
事
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

地
域
活
動
委
員
会
・
就
業
開

拓
委
員
会
を
担
当
し
ま
す
。

花
岡
佐
己
子　

家
事
支
援
と
保

育
関
係
の
他
に
安
全
委
員
会

と
会
員
開
発
委
員
会
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

福
島　

和
男

　

来
所
の
皆
様
か
ら
よ
く
「
ど

な
た
に
お
願
い
す
れ
ば
良
い
の

か
戸
惑
い
ま
す
」
と
の
疑
問
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

SC
事
務
局
で
は
ご
用
命
別
に

職
員
を
配
置
し
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
は
利
用
目
的

別
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
各
職
員
に

声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

図
で
見
る

事
務
局
配
置

細
沼

柳
澤

上
野

斎
藤

清
水

（
第
二
事
務
局
）

柳
澤

金
枝

林 山
口

寺
島

足
助

河
合

谷
中

左から花岡、片山、足助、
長瀬の各職員

花岡

煙草高森

長瀬片山瀬高面谷

管 理業 務 業 務業 務
理
事
長
福
島
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　 4 年程前、夫が脳梗塞
で意識不明になり更にガ
ンが見つかり介護漬けの
毎日でした。その後夫は
回復し、社会との結び付

きを求めて、二人同時にSCに入会しまし
た。
　私生活ではカメラ好きの夫が撮った小鳥
や花の写真を私が色鉛筆でアートに仕上げ、
二人三脚の生活であり生活そのままがリハ
ビリでした。
　当時私は民生委員をしていて、SCの存在
は知るものの、詳しい知識はありませんで
した。良い事・悪い事の噂を外からの立場
で耳にして居りました。実際にSCに加入後
は内からの立場で諸々感じることが出来る
様になり、当事者として出来る事を模索し
ていきたいと思います。
　今年は仕事面でも、私生活でももう少し
視野を広げた活動をしたいと思っています。

石井 ひろ子（道場2丁目）

　 4 年前に前任者から地区長を
引き継ぎ、5 名の地区委員と共
に活動を続けております。地区
活性化の一環として、平成30年
12月に、初めて「13地区女子会」

を開催いたしました。参加者は 9 名、自己紹介、
フリートーキング、カラオケなど時間が経つのも
忘れて過ごしました。コロナ禍にあって、昨年12
月に地区ボランティアを実施致しました。「青空懇
話会＆地区ボランティア」と銘打ち、参加者も今
までになく笑顔がこぼれ手慣れた行動で楽しく奉
仕活動ができました。
　今期に入り地区調整会議を開催してシルバーの
状況をお伝えし、委員さんを介して会員の皆様に
情報を発信しております。地区委員さんの協力の
賜物です。新たな目標として、｢13地区女子会の恒
例化｣ ｢会員のさらなるスキルアップとなる地区懇
話会｣ を中心に〝みんなが集う13地区〟を目指し
ていきたいと思います。

渋谷 サヨコ（東北2丁目）

　SC会員になって早 8 年、主な
就業先は大和田公民館 5 年、今
は新座ふれあいの家です。総務
委員としてSC活動、フレイルサ
ポーターとして「フレイル予防
健康講座」にも参加。昨年 4月からは16地区長を
金森さんから引継ぎました。このコロナ禍でも新
座小の児童見守り活動は継続しており、地区調整
会議はこれまで 6回開催しました。16地区は新座
団地内総勢90名の会員で、6班、6名の地区委員が
います。43名は女性会員です。
　今年度は地区懇話会を一度も開催できませんで
したが、毎回約30～35名が参加し、12～13名は女
性で皆元気です。私としても自由活発に意見が言
える様な環境、雰囲気を作りたいと思っています。
今年の抱負はコロナが終息し、SC活動ができる事
が一番です。
　故郷の福岡県八女市に帰って祖先（豊臣秀吉の
頃、九州の代官）のルーツを探る旅もしたいです。

田中 ハツヱ（新座3丁目）

　「今年の抱負は」と聞
かれ改めてどういう意味
だろうと思い調べてみ
た。抱負とは、心中に持
つ決意・計画を指すとあ
った。なるほど、では私の抱負は・・・。
　昨年70歳になった。見た目は70歳には見
えないようだが、中身は年相応にあちこち
傷んでいる。病院にも月1回受診して薬を
貰っている。先生からは運動をしてくださ
いと再三言われているが運動嫌いの私はい
つも三日坊主である。70歳になった私をじ
っくりと見た。10年後の私はどうなってい
るのだろう。周りに迷惑を掛けずに生活し
ているだろうか。自分の足で歩いているだ
ろうか。今のままでは心配だ。これからも
仕事はしたい。映画も行きたい。旅行にも
行きたい。まだまだやりたいことは山ほど
ある。じゃあどうしたらいいか。そこで今
年の抱負を決めた。「健康的な汗をかく」と。

石田 由佳里（道場 1丁目）

女
性
活
躍
２
０
２
２
私
た
ち
も
元
気
に
頑
張
り
ま
す
よ

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp
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志
木
駅
か
ら
徒
歩
約
15
分
。

落
ち
着
い
た
環
境
の
中
、
志
木

街
道
沿
い
に
立
地
し
て
い
る
。

志
木
駅
・
新
座
駅
と
大
学
の
間

を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
頻
繫
に
往

復
し
て
い
る
の
で
直
ぐ
分
か
る
。

大
学
が
新
座
に
や
っ
て
来
た
の

は
１
９
９
0
年
代
。
正
門
を
入

る
と
ロ
ー
タ
リ
ー
の
向
こ
う
に

チ
ャ
ペ
ル
が
見
え
、｢

立
教
大

学
だ
な｣

と
思
う
。

　

現
在
、
渋
谷
サ
ヨ
コ
さ
ん
、

杉
山
保
文
さ
ん
、
川
地
久
美
子

さ
ん
、
本
島
美
恵
子
さ
ん
の
4

会
員
が
就
業
し
て
い
る
。

学
生
さ
ん
達
に

囲
ま
れ
た
職
場

　

就
業
内
容
は
新
座
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
受
付
︵
学
生
に
貸
し

出
し
し
た
Ｃ
P
U
の
受
け
取
り

等
︶。
ＰＣ
教
室
の
管
理
業
務︵
清

掃
は
無
︶。
建
物
管
理
︵
終
了

後
の
施
錠
、
学
生
達
が
居
な
く

な
っ
た
夜
間
の
教
室
は
少
し
怖

い
︶。
就
業
は
夕
方
５
時
10
分

～
夜
９
時
00
分
ま
で
、
３
時
間

50
分
間
。
週
２
～
３
日
。
１
日

に
付
き
２
名
就
業
。
シ
フ
ト
を

組
む
。
日
曜
日
、
祝
日
は
基
本

的
に
休
み
だ
が
、
特
別
授
業
が

あ
る
場
合
は
就
業
す
る
。
又
、

夏
休
み
、
年
末
年
始
休
み
、
春

休
み
は
当
然
仕
事
は
な
い
。
今

年
度
４
月
に
総
入
替
し
た
の
で
、

４
人
全
員
が
同
期
。

　

こ
の
職
場
を
選
ん
だ
理
由
を

皆
さ
ん
自
宅
か
ら
の
近
さ
を
第

一
に
揚
げ
る
が
、
杉
山
さ
ん
は

「
若
い
人
と
話
が
出
来
る
か

ら
」
と
。
健
康
に
は
気
を
く
ば

っ
て
お
り
就
業
場
所
へ
15
分
く

ら
い
歩
く
事
が
貴
重
な
運
動
。

趣
味
は
読
書
。

　

手
芸
が
趣
味
と
い
う
川
地
さ

ん
。
窓
口
に
来
た
学
生
さ
ん
に

「
お
疲
れ
様
で
す
」
と
声
掛
け

す
る
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い

る
。「
学
生
さ
ん
が
Ｃ
P
U
ば

か
り
相
手
に
し
て
人
間
同
士
の

生
の
会
話
が
出
来
な
く
な
る
の

が
悲
し
い
。
誰
に
で
も
話
し
か

け
ら
れ
る
の
は
オ
バ
サ
ン
パ
ワ

ー
で
す
」
と
言
い
な
が
ら
「
夜
、

暗
が
り
道
を
帰
宅
す
る
の
は
や

は
り
怖
い
」
と
こ
の
時
は
ば
か

り
は
オ
バ
サ
ン
パ
ワ
ー
を
発
揮

出
来
な
い
そ
う
で
す
。

　

函
館
・
ク
リ
ス
マ
ス
の
穴
場
、

京
都
・
迎
賓
館
な
ど
。
旅
行
と

食
べ
歩
き
の
話
に
な
る
と
、
止

ま
ら
な
い
本
島
さ
ん
は
、
健
康

の
源
は
「
寝
る
事
と
毎
晩
お
酒

を
嗜
む
事
」。
酒
豪
の
噂
で
す

が
健
康
診
断
で
は
「
健
康
そ
の

ま
ま
」
と
の
事
。

魅
力
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と

学
生
さ
ん

　

講
義
、
自
学
自
習
、
ク
ラ
ブ

活
動
等
々
学
生
生
活
を
満
喫
で

き
る
様
に
建
物
が
使
い
勝
手
良

く
建
ち
並
び
、
野
球
場
、
サ
ッ

カ
ー
場
、
陸
上
競
技
場
、
等
々

屋
外
施
設
も
充
実
し
て
い
る
。

構
内
だ
け
で
、
大
方
の
生
活
が

出
来
そ
う
だ
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
観
光
学
部
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
福
祉
学
部
、
現
代
心
理
学

部
、
の
３
学
部
の
学
生
さ
ん
凡

そ
４
，５
０
０
人
が
学
ん
で
い

る
。
在
学
生
の
内
、
約
65
％
が

女
性
と
の
事
。

　

嘗
て
福
祉
の
現
場
で
、
立
教

大
学
の
学
外
実
習
か
ク
ラ
ブ
活

動
の
学
生
さ
ん
と
出
会
っ
た
事

が
あ
り
、﹃
将
来
、
こ
う
ゆ
う

人
に
介
護
し
て
貰
い
た
い
﹄
と

立
教
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
記
憶
が

あ
る
。

現
場
を
知
る

           

リ
ー
ダ
ー

　

取
材
に
対
応
い
た
だ
い
た
職

員
の
宮
本
信
愛
さ
ん
︵
み
や
も

と
の
ぶ
な
る
と
お
読
み
す
る
︶

は
人
生
50
数
年
。
初
対
面
で
読

め
た
人
は
皆
無
。
元
々
は
、
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
一

般
企
業
に
勤
め
て
い
た
が
、
縁

が
あ
っ
て
立
教
大
学
職
員
に
な

ら
れ
た
。
ご
家
族
は
皆
優
秀
な

家
系
。
一
人
娘
さ
ん
は
現
在
大

学
生
で
京
都
住
ま
い
。
ご
夫
婦

は
昭
島
市
で
、
こ
こ
か
ら
通
勤
。

元
野
球
部
員
で
自
ら
「
時
代
遅

れ
の
体
育
系
・
根
性
系
」
と
お

っ
し
ゃ
る
が
、
取
材
の
折
に
学

内
で
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
様
わ
ざ
わ
ざ
正
門
迄
出
迎
え

て
く
だ
さ
る
な
ど
、
気
配
り
の

職
場
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

SC
会
員
は
宮
本
さ
ん
や
他
の

職
員
に
対
し
て
、「
丁
寧
に
指

導
し
た
後
に
仕
事
を
任
せ
て
く

れ
る
の
で
、
お
世
辞
抜
き
で
や

り
易
い
ん
で
す
」
と
絶
賛
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
SC
会
員

の
渋
谷
さ
ん
に
は
お
会
い
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
川
地

さ
ん
は
シ
フ
ト
外
で
こ
の
た
め

に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
立
教

大
学
を
身
近
に
感
じ
て
下
さ
れ

ば
幸
い
で
す
。      ︵
太
刀
川
︶

新
・
職
場
探
訪

新
・
職
場
探
訪

立
教
大
学

　
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス

北
野
1
丁
目

宮本職員

左から本島、川地、杉山 会員

正面前のチャペル夜景
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就
業
開
拓
委
員
会

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
昨
年
11
月
中

旬
よ
り
継
続
契
約
を
し
て
い
る

会
社
１
４
０
社
を
訪
問
、
会
員

の
働
い
て
い
る
様
子
を
聞
き
、

カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
派
遣
を
含
め
11
社

新
規
開
拓
し
、
17
名
に
就
業
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
か
っ
た
の
は
ス
ー

パ
ー
Ｌ
新
座
店
で
食
品
棚
の
整

理
の
仕
事
に
女
性
６
名
、
カ
ー

ト
・
カ
ゴ
の
整
理
で
男
性
１
名

計
７
名
が
派
遣
で
就
業
し
、
土

日
祝
日
な
し
で
毎
日
頑
張
っ
て

働
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
内
職
仕
事
と

し
て
化
粧
品
を
製
造
し
て
い
る

Ｍ
社
か
ら
箱
の
組
み
立
て
の
依

頼
を
受
け
、
内
職
チ
ー
ム
が
毎

日
大
量
の
箱
の
組
み
立
て
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

就
業
開
拓
委
員
会
は
た
だ
就

業
先
を
開
拓
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
企
業
と
の
懇
談
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
調
査
を
行
い
新
た
な
業
種

へ
の
参
入
、
新
規
就
業
先
の
開

拓
、
75
歳
以
上
の
会
員
の
研
究
、

80
歳
以
上
の
ペ
ア
ー
就
業
の
取

り
組
み
︵
危
機
防
止
・
予
防
︶、

さ
ら
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
し
た

就
業
開
拓
の
推
進
、
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
員
情
報
を

配
布
し
て
会
員
の
就
業
開
拓
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
対
し
て
も
家
事
援
助
、

育
児
、
清
掃
、
電
話
対
応
、
苦

情
対
応
な
ど
の
各
種
講
習
会
を

行
い
会
員
の
意
識
改
革
、
能
力

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
に
お
い
て
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
心
の
健
康

の
保
持
増
進
を
図
る
意
味
か
ら

派
遣
で
就
業
す
る
会
員
た
め
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
も
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
男
女
別
に
就
業
機

会
ア
ッ
プ
の
講
習
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。            ︵
清
水
︶

地
域
活
動
委
員
会

地
域
活
動
の
基
本

〇
地
域
活
動
の
役
割

　

セ
ン
タ
ー
の
地
域
活
動
は
、

地
域
社
会
と
密
接
な
関
係
に
あ

り
、
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
地
域

住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
上
で
大

変
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

従
っ
て
町
内
活
動
、
各
地
域

活
動
を
通
し
て
地
域
社
会
と
の

連
携
を
構
築
し
、「
こ
の
よ
う

な
働
き
方
も
あ
り
ま
す
」「
こ

の
よ
う
な
社
会
参
加
も
あ
り
ま

す
」
な
ど
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内

容
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
他
委
員
会

と
協
力
の
も
と
、
セ
ン
タ
ー
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

〇
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
活
動
の
強
化

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
児

童
見
守
り
活
動
と
共
に
、
公
益

法
人
の
役
割
と
し
て
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の

基
本
的
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
各
地
区
に
お
い
て
年
１

回
以
上
の
実
施
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
活
動
内
容
、

活
動
方
法
・
活
動
回
数
等
に
つ

い
て
、
検
討
を
重
ね
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
︵
令
和
２
年

度
︶
の
実
施
状
況
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
減
少
し
、
合
計
22
回
・
参

加
人
員
３
０
７
名
で
し
た
。

〇
児
童
見
守
り

　
　
　
活
動
の
継
続
実
施

　

児
童
見
守
り
活
動
も
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
本

的
活
動
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は
、
市
内
小
学

校
に
お
い
て
緊
急
事
態
宣
言
発

令
に
伴
い
、
会
員
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
延
べ
参
加
人
員
は

５
０
６
８
名
で
し
た
。

　

皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
継

続
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

〇
地
区
懇
話
会
の

　
　
　
実
施
方
法
検
討

　

２
０
２
０
年
２
月
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
現
在
中
止
と
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
来
年
度
の
開
催
は

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
新
た
な
実
施
方
法
を
検
討

し
ま
す
。

〇
統
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
活
動
の
実
施

　

毎
年
10
月
第
３
土
曜
日
を

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
と
指
定
し
、

「
統
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
企

画
。
シ
ル
バ
ー
の
㏚
活
動
と
共

に
地
域
住
民
に
喜
ば
れ
る
活
動

で
も
あ
り
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
継
続
的
に
実
施
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇「
地
域
班
だ
よ
り
」の
発
行

　

懇
話
会
の
中
止
に
よ
り
、
対

面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
な
い
た
め
、「
地
域
班

だ
よ
り
」
等
を
活
用
し
て
、
セ

ン
タ
ー
の
状
況
・
地
区
活
動
状

況
を
逐
次
発
信
し
、
会
員
と
の

絆
を
深
め
、
良
好
な
関
係
を
構

築
、
維
持
す
べ
く
ＰＲ
活
動
を
充

実
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
地
域
活
動
の
実
現

に
向
け
て
、
委
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

会
員
皆
様
の
よ
り
い
っ
そ
う
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︵
浅
野
︶

委
員
会
報
告

新規開拓先へ会員と訪問

16 班のボランティア活動

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
一

般
企
業
に
勤
め
て
い
た
が
、
縁

が
あ
っ
て
立
教
大
学
職
員
に
な

ら
れ
た
。
ご
家
族
は
皆
優
秀
な

家
系
。
一
人
娘
さ
ん
は
現
在
大

学
生
で
京
都
住
ま
い
。
ご
夫
婦

は
昭
島
市
で
、
こ
こ
か
ら
通
勤
。

元
野
球
部
員
で
自
ら
「
時
代
遅

れ
の
体
育
系
・
根
性
系
」
と
お

っ
し
ゃ
る
が
、
取
材
の
折
に
学

内
で
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
様
わ
ざ
わ
ざ
正
門
迄
出
迎
え

て
く
だ
さ
る
な
ど
、
気
配
り
の

職
場
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

SC
会
員
は
宮
本
さ
ん
や
他
の

職
員
に
対
し
て
、「
丁
寧
に
指

導
し
た
後
に
仕
事
を
任
せ
て
く

れ
る
の
で
、
お
世
辞
抜
き
で
や

り
易
い
ん
で
す
」
と
絶
賛
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
SC
会
員

の
渋
谷
さ
ん
に
は
お
会
い
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
川
地

さ
ん
は
シ
フ
ト
外
で
こ
の
た
め

に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
立
教

大
学
を
身
近
に
感
じ
て
下
さ
れ

ば
幸
い
で
す
。      ︵
太
刀
川
︶

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp
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高
校
生
の
孫
娘
「
今
年
の
節
分

は
仲
良
し
の
友
達
と
大
き
な
お

寺
の
豆
ま
き
に
行
こ
う
っ
て
約

束
し
た
ん
だ
。
今
か
ら
楽
し
み

だ
わ
」

同
居
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
そ
れ

は
楽
し
み
だ
ね
。
豆
ま
き
の
大

豆
を
も
ら
っ
て
良
い
ご
利
益
が

あ
る
よ
う
に
祈
っ
て
お
く
よ
。

と
こ
ろ
で
節
分
の
豆
ま
き
に
行

く
若
い
人
た
ち
に
知
っ
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
の

だ
な
⋮
」

節
分
の
豆
は
な
ぜ

大
豆
な
の
？

孫
娘
「
ど
ん
な
こ
と
？
」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
節
分
に
ま
く

豆
は
な
ぜ
大
豆
な
の
か
な
？
悪

魔
を
追
っ
払
う
だ
け
な
ら
ば
、

石
こ
ろ
だ
っ
て
良
い
だ
ろ
う
し
、

ほ
か
に
も
豆
は
い
っ
ぱ
い
あ
る

だ
ろ
う
？
」

孫
娘
「
え
～
？
考
え
た
こ
と
も

な
い
わ
⋮
⋮
。
そ
う
い
え
ば
豆

の
種
類
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ

ね
⋮
⋮
。
な
ぜ
大
豆
な
の
？
教

え
て
！
」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
た
く
さ
ん
あ

る
豆
の
中
で
も
炒
っ
て
食
べ
ら

れ
る
豆
は
大
豆
だ
け
だ
よ
。
ほ

か
の
豆
は
煮
な
い
と
食
べ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
炒
っ
た
豆
を

食
べ
る
と
食
中
毒
を
起
こ
し
か

ね
な
い
。
そ
し
て
煮
た
大
豆
を

鬼
に
投
げ
る
と
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち

ゃ
に
な
り
、
拾
っ
て
食
べ
る
こ

と
は
で
き
な
い
よ
ね
。
食
べ
物

が
不
足
気
味
で
あ
っ
た
時
代
に
、

そ
ん
な
無
駄
な
こ
と
は
で
き
な

い
は
ず
だ
。
そ
こ
で
炒
っ
た
大

豆
だ
と
、
鬼
に
投
げ
地
面
に
落

ち
て
も
、
汚
れ
な
ど
は
そ
っ
と

手
な
ど
で
落
と
す
こ
と
で
口

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

ね
。
食
べ
物
を
少
し
で
も
無
駄

に
し
た
く
な
い
と
い
う
古
代

人
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る

と
思
う
と
納
得
で
き
る
だ
ろ

う
？
」

孫
娘
「
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
納

得
で
き
ま
し
た
！
」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
で
は
な
ぜ
年

の
数
だ
け
拾
っ
て
食
べ
る
と

良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か

な
？
」

孫
娘
「
⋮
⋮
。
何
故
な
の
？
」

大
豆
は
畑
の
肉

お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
大
豆
は
畑
の

肉
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
た
ん
ぱ
く

質
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
の
だ
よ
。

年
寄
り
は
ど
う
し
て
も
肉
を
食

べ
る
機
会
が
減
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
た
ん
ぱ
く
質
を
補
う

た
め
に
、
歳
の
数
だ
け
拾
っ
て

食
べ
よ
う
と
言
わ
れ
始
め
た
の

だ
ね
」

孫
娘
「
な
る
ほ
ど
ね
。
納
得
だ

わ
。
だ
か
ら
夕
飯
に
納
豆
が
出

る
の
だ
ね
」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
そ
の
話
だ
が
、

前
は
朝
ご
は
ん
に
納
豆
が
出
て

い
た
の
に
ね
。
も
し
か
し
た
ら

マ
マ
は
テ
レ
ビ
番
組
の
こ
と
を

信
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
な
」

孫
娘
「
ど
ん
な
番
組
？
」

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
は

血
栓
を
溶
か
す
？

お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
納
豆
の
中
の

成
分
、
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
は

食
べ
た
後
７
～
８
時
間
後
に
最

も
活
性
化
し
て
血
栓
を
溶
解
す

る
、
と
い
う
説
だ
よ
」

孫
娘
「
だ
と
し
た
ら
マ
マ
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
考
え
て

い
る
の
だ
か
ら
良
い
の
で
は
な

い
の
？
」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
違
う
の
だ
よ
。

ビ
ー
カ
ー
上
の
実
験
で
は
そ
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
食
べ
た
後

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
は
粉
々
に

分
解
さ
れ
る
。
血
栓
を
溶
か
す

作
用
は
な
い
の
だ
よ
。
そ
れ
と

い
つ
も
ネ
ギ
が
つ
い
て
い
る
が
、

お
か
か
を
つ
け
て
欲
し
い
ね
。

ご
飯
と
か
つ
お
節
入
り
の
納
豆

の
組
み
合
わ
せ
は
最
高
と
言
っ

て
も
良
い
の
だ
よ
」

孫
娘
「
ど
う
し
て
そ
う
言
え
る

の
？
」

納
豆
に
鰹
節
の
組
み

合
わ
せ
が
良
い
わ
け

お
じ
い
ち
ゃ
ん
「
ご
飯
は
ア
ミ

ノ
酸
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
の
だ
が
、

必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
リ
ジ
ン
が
少

し
足
り
な
い
。
こ
の
リ
ジ
ン
を

補
っ
て
い
る
の
が
大
豆
だ
が
、

大
豆
に
は
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
メ

チ
オ
ニ
ン
が
不
足
気
味
な
の
だ

ね
。
こ
の
メ
チ
オ
ニ
ン
が
豊
富

な
の
が
か
つ
お
節
と
い
う
わ
け

だ
な
。
ネ
ギ
が
だ
め
と
い
う
の

で
は
な
い
か
ら
ね
」

孫
娘
「
わ
か
っ
た
！
か
つ
お
節

を
付
け
る
よ
う
に
マ
マ
に
言
っ

て
お
く
よ
。
今
日
も
た
め
に
な

る
話
を
あ
り
が
と
う
！
」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
孫
娘
の
会
話

食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
健
康
管
理
士　

上
原　

道
康

蛋
白
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

　
　
　
　
　
　
大
豆
の
摂
取

新・健康ニュース

　

SC
会
員
の
上
原
道
康
さ
ん

の
連
載
は
今
号
で
終
了
で

す
。一
年
間
の
ご
愛
読
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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近
所
の
急
坂
は
、
何
故
か
他
人
に
自

慢
し
た
い
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

１
０
８
号
で
地
獄
坂
を
掲
載
し
た
ら
、

「
な
ぜ
中
野
の
西
武
学
園
通
り
じ
ゃ
な

い
の
か
？
と
思
っ
て
い
た
ら
、
１
０
９

号
で
載
せ
て
あ
っ
た
」
と
云
う
声
が
届

き
ま
し
た
。
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
反

応
が
あ
る
の
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。

　

今
回
が
こ
の
企
画
の
最
終
回
に
な
り

ま
す
の
で
、
前
号
で
歴
史
的
に
表
示
さ

れ
て
い
た
と
紹
介
さ
れ
た
場
所
に
出
か

け
て
み
ま
し
た
。

幾
筋
も
の
清
戸
道
が
あ
る

　

概
ね
、
古
く
か
ら
の
坂
の
名
称
が
残

っ
て
い
る
の
は
、
江
戸
往
還
道
に
あ
り

ま
す
。
ご
存
知
清
戸
道
で
す
。
紛
ら
わ

し
い
事
に
、
こ
の
清
戸
道
は
幾
筋
も
あ

り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
坂
名
が
残
っ
て

い
ま
す
。
農
家
が
江
戸
に
農
産
物
を
運

ぶ
為
に
、
自
然
発
生
的
に
出
来
上
が
っ

た
道
で
、
個
人
的
︵
周
辺
で
︶
に
江
戸

へ
の
道
と
称
し
た
の
で
、
幾
筋
も
の
清

戸
道
が
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
す
。

　

清
戸
の
尾
張
藩
狩
猟
屋
敷
が
知
ら
れ

て
お
り
、
多
少
の
敬
意
を
こ
め
て
清
戸

道
と
呼
称
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

旧
坂
名
は
片
山
地
区
の
黒
目
川
沿
い

に
集
中
し
、
大
和
田
地
区
で
は
、
川
越

街
道
か
志
木
か
ら
船
利
用
が
多
く
、
坂

名
が
少
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
住
宅
街
に
あ
る

　

栗
原
の
交
差
点
を
栗
原
小
方
面
に
曲

が
り
、
黒
目
川
を
越
え
二
股
を
狭
い
方

へ
し
ば
ら
く
行
く
と
、
野
猿
坂
は
県
境

の
住
宅
街
に
あ
り
ま
す
。
資
料
に
よ
る

と
、
上
の
坂
・
野
猿
坂
と
続
く
は
ず
だ

が
、
坂
ら
し
い
の
は
一
つ
し
か
な
く
、

探
し
回
っ
た
が
不
明
の
ま
ま
に
来
た
道

を
戻
り
、
片
山
交
差
点
に
向
か
う
。

　

大
泉
へ
の
道
は
清
戸
道
で
、
こ
こ
の

坂
が
ど
う
も
引
坂
と
い
う
ら
し
い
で
す
。

　

坂
道
の
途
中
を
右
折
し
、
丁
字
路
を

左
に
上
る
坂
が
あ
る
。
中
澤
の
坂
と
呼

ば
れ
た
様
で
す
。

　

一
人
歩
き
に
は
不
安

　

帰
り
は
歴
史
民
俗
資
料
館
を
通
り
、

馬
喰
橋
を
渡
り
、
本
多
へ
抜
け
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
こ
こ
も
急
な
坂
道
で
、

途
中
の
日
陰
に
不
穏
な
看
板
が
電
柱
に

巻
か
れ
て
い
ま
す
。「
痴
漢
注
意
」
と

喚
起
す
る
の
は
、
尤
も
だ
と
思
え
る
白

昼
乍
ら
薄
暗
が
り
が
続
き
、
脇
を
車
が

走
り
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。

　

上
り
つ
め
て
右
は
嵯
峨
山
通
り
。
左

に
行
く
と
石
神
緑
地
通
り
に
出
ま
す
。

緑
地
内
の
角
か
ら
眺
め
る
坂
道
は
、
伸

び
伸
び
と
し
た
雰
囲
気
の
自
動
車
道
で
、

一
服
し
な
が
ら
小
旅
行
の
疲
れ
を
癒
す

に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
し
た
。
帰

途
に
堀
ノ
内
坂
を
実
見
し
帰
宅
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
電
動
自
転
車
で

な
け
れ
ば
と
て
も
無
理
と
思
わ
れ
る
坂

道
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特

徴
の
あ
る
風
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、
改
め
て
も
う
一
度
と
思
え
る
楽

し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

︵
旧
坂
名
は
現
在
の
地
図
上
で
、推
測
し
た
も
の
で
す
︶

︵
吉
田
︶

野猿坂、左側は東京都

引坂、先は大泉

中澤の坂と思しき坂

堀ノ内坂は往時の雰囲気 注意喚起の電柱看板坂が

  

新
座
再
発
見

カ
メ
ラ
片
手
に
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き

       
坂
の
あ
る
風
景
④

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp



ゆうゆう通信 −　−8令和 4年 1月15日（第110号）

▶買ったその日・・・便器にポトリ◀
　スマホの機種を妻と同じにすれば便利だと思い、ア
イホンにした。とりあえず通話・メールは可能。帰宅
途中、留守電を確認し返事を済ませた。急に用を足し
たくなり近くのコンビニへ駆け込む。流そうとしたら
詰まって水が溢れそうに。焦った。どうしたものかと
下を見たら、買ったばかりのスマホがシャツの胸ポケッ
トからトイレにドボンと落ちたのだ。パニくった。店
の人にラバーカップを借り掃除に相当な時間を要し
た。水没したスマホは完全に溺死。数時間後に同じシ
ョップに行って「先程買ったのと同じスマホをくださ
     い！」      （スマホをフン死させた男　大和田73歳）

   ▶家の施錠を忘れ、荷物を空港に◀
　少し慣れて来た頃の海外旅行。気の弛みか夫婦でい
ろいろの忘れ物をしでかした。家から駅まではタクシ
ーで移動。駅まで来て気になったので妻に聞いた。｢
家の施錠はしたよね？」「えっ、あなたが鍵をかけた
んじゃなかったの？｣ タクシーでそのままＵターン。
家のドアは空いたままだった。７泊８日の間、空いた
ままの家を放置するところだった。
　同じ旅行の帰り、今度はお土産の入った大きな麻袋
を成田空港に置き忘れる。ベルトコンベアから麻袋の
ピックアップを忘れたのだ。リムジンバスに乗ってか
ら気がついたが、時すでに遅しだった。

（自分を置き忘れなかった男　東北70歳）

▶喫茶店で一服が命取りに◀
　会社勤めの頃、神田はよく行く街。三省堂裏の横丁
には中古の楽器屋やレコード店があり掘出し物がよく
出た。舶来のMartinやGibsonギターはウインド越し
に眺めるだけの高根の花だ。そんな折、一軒の薄暗い
楽器屋の奥に￥28,000(!?)の気になる値札のギターを
発見。手垢で汚れてはいるが確かにオールドMartin
だ。明らかに一桁安く不具合も見当たらず値札の付け
違いか？よりによって持ち合わせが無く、胸の高鳴る
のを押さえながら速足で会社内のＡＴＭへ。喉がカラ
カラで気を鎮めようと喫茶店で一服。これが命取りで

「あー学生さんが買ってったよ」相場30数万円のビン
テージを無くした気分だ。（後手後手の男　新堀72歳）

▶４度目の受難◀
　運の良い方だと思っていた。財布を置き忘れたり、
落としたりスマホを失くしたりしたが、いずれも人の
手によって戻って来たからだ。世の中、捨てたもんじ
ゃあない、と性善説を唱えたいくらいだった。
　しかし４度目が起きてしまった。海外の国際空港の
両替所を出た後、財布がなくなっていたのだ。落とし
たのかスラれたのか自分でも定かではないのだが、財
布がなくなっている事は事実だった。中身は、出張中
の活動費が入っていたので、過去の戻って来た財布に
比すと数十倍に匹敵する。性悪説が頭をもたげてき
た。

（性悪説に鞍替えった男　新座70歳）

▶入社 2 年目で早くも辞表か◀
　「失せモノ」の嫌な、笑い出したくなる思い出があ
る。入社２年目、ある外資系の清涼飲料会社の広報誌
を担当し、米本社からの貴重な35㎜ film １点を入稿。
製版の分解終了後、即返却が条件だ。深夜の作業を待
ち入手。翌朝返却に出かけようとしたらfilmが無い。
現場に聞くがお前に返したと云われる。探したが無い。
何処にも見当たらない。分解ネガからのfilm再生を依
頼。30万円で６時間待てとの事。入社２年で早くも辞
表か？何気に手が背広の胸ポケットに。ハンカチにく
るまれたfilm発見。大事に大事にが裏目に出た。
                      （胸をなで下ろした男　あたご81歳）

▶旅行２日目にカメラを盗られて◀
　東日本大震災直後にキャンセルしたパリ・ロンドン
８日間の旅、２年後の３月に夫婦で出かけた。到着翌
日の朝に事件が起きた。ホテル内のビュッフェで食事
中に、私のバッグが盗まれてしまったのだ。某有名ブ
ランドと同じ色のバッグだったせいかも。バッグなど
の代金は旅行会社が弁償してくれたが、紛失物は戻ら
ない。一番の痛手はカメラを一緒に失ったことだった。
中の思い出の写真も一緒に。旅行は始まったばかりな
ので気を取り直し、夫のカメラで交代に写真を撮ること
に。でも、ルーブル美術館でもエッフェル塔でもロンドン
塔でも、写真の中にいる私はちょっと寂しそうな表情に
なってしまった。 （パリ嫌いになった女　野火止67歳）

次回は「人生想い出の曲とエピソード」をテーマに大募集します。楽しく、異論・暴論・呆言をお寄せください。

人生最大の落しもの、忘れ物？
「あれを落とし、思い出す度に悔しい。それを忘れ、旅が台無しに」など
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

百花繚乱・豪華絢爛・浮世絵万華鏡
　武蔵野線東所沢駅から徒歩10分、20年11月「ところざ
わサクラタウン｣ が誕生。広大な敷地にホール・ホテ
ル・レストランなどのほか神社まである。そのランドマ
ーク的存在が隈研吾氏の設計による「角川武蔵野ミュー
ジアム」だ。１Fのギャラリーで昨年10月 ｢浮世絵劇場
From Pariｓ｣ が開幕。
広重、写楽など著名な浮世
絵師の作品が12幕にわたり
巨大映像空間360度に映し
出される。北斎の荒波が音
とリズムに合わせ頭上を駆
け巡り魚たちや鯨が目の前を泳いでゆく。桜の花びらが
風に舞い、その中に包み込まれる。雲が、提灯が宙を舞
う。障子が左右に開く。奥に役者絵や美人画が顔を見せ、
遠くには風景画だ。演出が凝っている。上下左右どこを
見ても違った映像を堪能できる不思議な30分だ。場所を
移動し、違った映像を 2時間ギリギリ楽しんだ。期間は
22年 4 月まで。料金は2400円と高いが見る価値はある。

前号「古本屋サーフィン」に反響
　前号のこの欄で掲載した ｢古本屋サーフィン｣ の記事
にさっそく反響を頂戴した。SCの女性OGから土門拳の
本を「邪魔でなければもらってくれませんか？」とい
う連絡があったのだ。写真アルバム探しのなかで、緑
川洋一、上田正治と並べて「土門拳」と記載しただけ

だったが、その土門拳
の乾坤の写真集「古寺
巡禮」全5冊なのだとい
う。ぜひ頂きたいと早
速お邪魔をした。昭和
38年から50年発刊のシ
リーズ 5冊揃いで定価

32万五千円の超豪華本。1冊約 5 kgで 5 冊計25kg。この
重量にも吃驚。この歳になって「宝物」が手に入った。
彼女も購入後、数回開いたのかなと思えるほどの姿のま
まだ。このような素晴らしい物が手に入ったのもこの欄
への投稿のお陰。まさかまさかの年の瀬になった。自分
の終活時には図書館に寄贈を考えたいと思う。

笑いヨガの可笑しさ
　笑いヨガ、というのがあって参加してみた。集まって
笑いあうだけの、実に単純なヨガなのだが、指導してく
れる人がいて可笑しくなくても無理矢理に笑い出す。と
にかく人の顔を見て声を出しているとこわ張った気分も
次第にほぐれてくるものだ。何回か繰り返しているうち
に、笑っている仲間の普段見られない顔や性格が表出し
てきて、本当に可笑しくなってきた。そのうちに笑って
いる自分自身の姿が可笑し
くなり、心の底から可笑し
さが込み上げてきた。時間
にして30分ほどのヨガだっ
たが、参加者との間で可笑
しみが共振し、笑い終わっ
た後の気分は爽快だった。
不幸や不運があって気分が落ち込む事があるのが人間な
のだ。不幸な現場に出くわせていきなり笑い出すのは不
謹慎だが、時と場合を考慮して笑い合う事で不幸や不運
を乗り越える、そいう知恵も必要なのではないだろうか。

エッグバッグを作ってみました
　ミナペルホネンというファッションブランドがある。
デザイナー皆川明が「生地のデザインから服を作ってい
く」というコンセプトで立ち上げたブランドで、服やバ

ッグ以外に生地も購入すること
ができる。中でも私は青地に白い
刺繍の「タンバリン」という名前
の生地が好きで、それでミナペル
ホネンの「エッグバッグ」を手作
りしたいとずっと思ってきた。昨
年、手芸店でこのバッグの型紙を
見つけたときは本当にうれしか
った。だが「タンバリン」は直営

店で1メートル当たり18,700円もする。失敗しないよう
に、まずはもっと安い布で作ることにした。型紙の説明
通りに悪戦苦闘して1週間でできた。だが、デザイン重
視のファッションバッグだから、財布とスマホくらいし
か入らない。「タンバリン」で作りたい気持ちはまだあ
るのだが、さてどうしよう…。

Ukiyoe Theater Sewing

BookstoreYoga

（大和田５　植松 正春） （野火止7　尾形 三津子）

（野寺2　T.O.） ( 北野 3　吉田 紀生 )

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp
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「
銀
婚
式
の
記
念
に
旅
行
は

ど
う
？
」
娘
達
の
言
葉
に
促
さ

れ
、
夫
婦
水
入
ら
ず
の
海
外
旅

行
を
計
画
。
行
き
先
か
ぁ
⋮
任

せ
る
よ
」
と
夫
の
反
応
。
新
婚

旅
行
の
時
も
彼
は
同
じ
こ
と
を

言
っ
て
い
た
。

　

海
外
旅
行
経

験
豊
富
な
先
輩

曰
く
、「
東
南

ア
ジ
ア
は
高
齢

に
な
っ
て
か
ら

で
も
十
分
楽
し

め
る
か
ら
、
足

腰
丈
夫
で
長
時

間
フ
ラ
イ
ト
に

耐
え
ら
れ
る
今

な
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ね
」
そ
れ
な
ら
も
う
一
度
行

き
た
か
っ
た
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン

ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
旅
に
し
よ

う
！
夫
よ
、
任
せ
た
の
だ
か
ら

異
存
は
あ
る
ま
い
。

　

日
程
は
12
月
上
旬
、
予
約
も

完
了
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
寒
さ
は

北
海
道
並
み
だ
か
ら
と
、
防
寒

着
や
ブ
ー
ツ
の
調
達
な
ど
、
旅

の
準
備
は
忙
し
く
も
楽
し
い
。

ル
ン
ル
ン
気
分
だ
。

　

11
月
13
日
パ
リ
で
同
時
多
発

テ
ロ
発
生
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
ド
イ
ツ
２
泊
、
フ
ラ
ン
ス
４

泊
だ
っ
た
。
中
止
か
？
キ
ャ
ン

セ
ル
か
？
パ
リ
在
住
の
知
人
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
大
丈
夫
だ

か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
と
言
っ

て
く
れ
た
。
心
強
い
。
が
、
し

か
し
だ
。

　

再
三
の
家
族
会
議
の
末
、
夫

が
「
行
こ
う
」
と
言
っ

た
。
夫
唱
婦
随
。
私
に

異
存
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

パ
リ
市
内
は
兵
士
や

警
官
が
あ
ち
こ
ち
で
銃

を
構
え
る
厳
戒
態
勢
。

デ
パ
ー
ト
や
店
舗
に
入

る
に
は
コ
ー
ト
の
前
を

開
け
、
バ
ッ
グ
の
中
を

見
せ
る
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ

ク
が
必
須
だ
っ
た
。
教
会
で
祈

る
人
た
ち
の
後
ろ
で
私
達
は
黙

祷
を
捧
げ
た
。

　

非
常
事
態
宣
言
下
の
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
添

乗
員
さ
ん
が
「
こ
ん
な
に
空
い

て
い
る
の
は
初
め
て
」
と
言
う

状
態
だ
っ
た
。
モ
ナ
・
リ
ザ
見

放
題
な
の
だ
が
、
妙
に
物
足
り

な
い
気
分
の
ま
ま
の
帰
国
に
な

っ
た
。

　

夫
よ
、
コ
ロ
ナ
禍
が
お
さ
ま

っ
た
ら
、
人
だ
か
り
の
中
の
モ

ナ
・
リ
ザ
に
会
い
に
行
こ
う
！

　

５
年
前
の
あ
る
日
、
シ
ル
バ

ー
の
会
員
が
地
区
会
計
の
話
で

家
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
我
が

家
の
玄
関
前
に
は
車
止
め
の
手

す
り
が
あ
り
、
そ
の
上
に
雀
の

オ
ブ
ジ
ェ
が
設
え
て
あ
り
ま
す
。

「
鎌
倉
に
あ
る
雀
ち
ゃ
ん
に
は

誰
か
が
洋
服
を
着
せ
て
い
る
よ
、

工
藤
さ
ん
も
や
っ
て
み
れ
ば｣

。

　

そ
の
気
に
な
っ
て
早
速
、
手

持
ち
の
毛
糸
で
試
行
錯
誤
し
て

雀
の
洋
服
を
作
っ
た
。
最
初
は

風
で
飛
ば
さ
れ
、
次
は
誰
か
に

取
ら
れ
、
そ
の
次
は
外
さ
れ
て

植
え
込
み
の
中
に
捨
て
ら
れ
た
。

ま
た
あ
る
日
は
塀
の
上
に
。

　

簡
単
に
外
さ
れ
な
い
こ
と
を

考
え
て
裾
に
輪
ゴ
ム
を
編
み
込

ん
で
み
ま
し
た
が
、
日
数
が
立

つ
と
自
然
に
切
れ
る
か
又
は
誰

か
が
切
っ
て
い
る
の
か
？

　

お
正
月
に
来
た
孫
が
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
勝
手
に
こ
ん
な
こ
と

を
し
て
い
い
の
？
」
と
い
う
。

「
う
ー
ん
、
誰
も
な
に
も
言
わ

な
い
か
ら
き
っ
と
黙
認
さ
れ
て

い
る
よ
」
と
解
釈
し
、
め
げ
ず

に
髪
の
結
束
バ
ン
ド
を
裾
に
編

み
込
ん
で
そ
れ
な

り
の
洋
服
が
、
で

き
た
！

　

洋
服
姿
の
雀
ち

ゃ
ん
を
見
つ
け
て

写
真
を
撮
る
大
人

達
、
保
育
園
児
た

ち
が
「
今
日
の
色
、

昨
日
の
色
と
違
う

よ
、
変
わ
っ
た

ね
！
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
通

る
。
何
だ
か
楽
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年
の
９
月
22
日
、
雨
に
濡

れ
て
い
な
い
か
と
触
っ
て
み
た

ら
、
雀
の
洋
服
の
中
に
何
か
入

っ
て
い
る
の
を
発
見
。
悪
戯

か
？
と
不
安
に
思
い
な
が
ら
出

し
て
み
る
と
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

小
さ
く
畳
ま
れ
た
手
紙
で
し
た
。

﹃
突
然
の
お
手
紙
を
失
礼
い
た

し
ま
す
。
ど
う
し
て
も
お
礼
を

言
い
た
く
て
⋮
施
設
入
居
の
両

親
に
面
会
途
中
で
偶
然
す
ず
め

ち
ゃ
ん
達
を
見
つ
け
、新
座
に
来

る
た
び
に
笑
顔
に
な
れ
ま
し
た
。

　

父
が
５
月
、
母
が
９
月
に
亡

く
な
り
、
新
座
に
く
る
の
も
９

月
29
日
が
最
終
回
に
な
り
ま
し

た
。
老
い
て
い
く
両
親
に
会
う

の
が
辛
く
な
っ
て
き
た
時
期
に
、

本
当
に
す
ず
め
ち
ゃ
ん
達
に
救

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
お
体
に
気
を
付
け

て
網
編
み
し
て
下
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
﹄︵
９
月
19
日
。

さ
い
た
ま
市
、
名
前
は

平
仮
名
で
明
記
さ
れ
て

い
る
︶

　

こ
れ
を
見
て
誰
に
も

取
ら
れ
ず
私
の
手
に
渡

っ
た
の
に
ま
ず
感
動
！
次
回
、

新
座
に
来
る
日
ま
で
に
返
事
を

し
な
く
ち
ゃ
と
、
新
し
い
糸
で

４
羽
分
を
編
み
上
げ
、
29
日
の

早
朝
に
入
っ
て
い
た
時
の
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て
！

　

そ
の
日
の
う
ち
に
私
の
返
事

が
な
く
な
り
、
代
り
に
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
紙
に
書
い
た
手
紙
が

再
び
入
っ
て
い
ま
し
た
。

道
場
2
丁
目
　
濵
中
静
代

非
常
事
態
宣
言
下
の

ル
ー
ブ
ル
美
術
館

野
火
止
5
丁
目
　
工
藤
冴
子

す
ず
め
の
郵
便
屋
さ
ん
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コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
イ
ベ
ン
ト
開
催
へ！

親
睦
会
会
長　

後
藤　

勝
義

▼
親
睦
会
だ
よ
り
▲

　

コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
も
解
除

さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
田
舎
へ
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
信
州
の

高
原
列
車
で
有
名
な
小
海
線
の

駅
か
ら
歩
い
て
１
時
間
半
も
奥

の
谷
合
に
あ
る
戸
数
１
０
０
軒

位
の
小
さ
な
集
落
で
す
。

　

山
や
川
は
幼
い
頃
の
風
景
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
燃
え

る
よ
う
な
真
っ
赤
な
紅
葉
で
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
道

は
と
い
う
と
小
・
中
学
校
に
通

っ
て
い
た
頃
の
く
ね
く
ね
と
山

と
谷
を
縫
う
よ
う
に
続
く
狭

い
、
石
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
し
た
道

の
面
影
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
こ
ま
で
も
真
直
ぐ
な
広
い
舗

装
が
続
き
、
今
は
車
な
ら
10
分

位
で
駅
ま
で
着
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
程
に
交
通
の
便
が
良
く

な
っ
た
の
に
、
何
故
か
集
落
の

過
疎
化
が
進
ん
で
お
り
、
私
の

過
ご
し
た
時
に
比
べ
三
分
の
一

の
人
た
ち
が
集
落
を
後
に
し
て

い
た
の
で
す
。
私
は
集
落
の
高

台
に
登
り
、
懐
か
し
い
集
落
を

見
渡
す
と
、
な
ん
と
な
く
、
一

抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

                  ︵
井
出　

竹
安
︶

こ
ら
む

一
寸
一
息

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
お
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧

年
中
は
親
睦
会
活
動
に
多
大
な

る
ご
協
力
い
た
だ
き
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
も
収
束
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
新
た
な
変
異
株
も
出

て
お
り
、
混
乱
の
年
に
な
る
事

も
考
え
ら
れ
ま
す
、
こ
の
２
年

間
の
教
訓
を
生
か
し
対
策
を
し

っ
か
り
し
、
三
密
に
な
ら
ず
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
昨
年
ま
で
２

年
間
は
殆
ど
の
事
業
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
本
年
度
は
コ
ロ

ナ
に
負
け
ず
１
月
の
「
新
春
の

つ
ど
い
」、
３
月
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
で

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

親
睦
会
の
役
割
は
セ
ン
タ
ー

組
織
と
連
携
し
様
々
な
イ
ベ
ン

を
考
え
提
供
し
明
る
く
元
気
な

仲
間
作
り
を
進
め
る
こ
と
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
親

睦
会
に
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

今
後
の
事
業
予
定

◎
「
新
春
の
つ
ど
い
」
令
和
４

年
１
月
16
日
︵
日
︶

場
所
：
新
座
市
民
会
館
ホ
ー
ル

◎
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
令
和

４
年
３
月
５
日
・
６
日

場
所
：
新
座
市
民
会
館

内
容
に
つ
い
て
は
現
在
検
討

中
。

◎
「
春
の
日
帰
り
旅
行
」
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
の
関
係
で
場
所

等
含
め
実
施
検
討
中
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

　

去
る
10
月
20
日︵
水
︶午
前
・

午
後
、
参
加
者
18
名
講
師
SC
情

報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
面
谷
講

師
を
迎
え
親
睦
会
ア
シ
ス
タ
ン

ト
４
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
内
容
は
あ
ら
か
じ
め

参
加
者
に
希
望
調
査
し
た
も
の

で
進
め
ま
し
た
。

•
基
本
動
作
の
確
認
・
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
の
動
作
確
認

•
QR
コ
ー
ド
の
利
用

•
電
車
乗
換
案
内
の
活
用

•
写
真
の
送
信

等
々
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
わ

か
り
や
す
く
解
説
。
参
加
者
の

満
足
度
が
高
く
、
80
％
以
上
で

し
た
。
今
後
も
検
討
し
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
例
会
を

再
開
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
41

人
中
20
人
く
ら
い
で
、
２
卓
か

ら
４
卓
で
行
っ
て
い
ま
す
。
場

所
は
第
1
・
３
日
曜
日
が
畑
中

公
民
館
、
第
２
・
４
日
曜
日
が

野
火
止
公
民
館
で
月
４
回
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

例
会
で
の
消
毒
や
換
気
な
ど

徹
底
し
た
感
染
防
止
を
保
健
所

に
説
明
し
た
と
こ
ろ
問
題
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。「
よ
つ
ば

会
」
は
安
心
し
て
例
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
年
会
費
は

１
２
０
０
円
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
︵
長
谷
川
昭
也　

電

０
９
０︲
５
８
２
８︲

０
９
６
１
︶

サ
ー
ク
ル
紹
介

健
康
麻
雀
「
よ
つ
ば
」
会

親
睦
会
新
事
業

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp
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〈
発
行
〉
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
35
2-
00
23
埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11

TE
L0
48
- 4
81
- 4
30
5

〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

【
表
紙
の
呟
き
】

　

１
月
発
行
の
表
紙
の
写
真
に

「
日
の
出
」
を
載
せ
る
事
が
３

～
４
年
続
き
、
チ
ョ
ッ
と
雰
囲

気
を
変
え
雪
の
シ
ー
ン
を
提
案

し
た
。
竹
林
に
は
ほ
ん
の
少
々

手
を
加
え
た
。
最
近
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
は
加
工
が
簡
単
。
さ

あ
、
ど
こ
で
し
ょ
う
。︵
吉
田
︶

　

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

10
月
１
日
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
導
入
さ
れ
、
消
費
税
の

仕
入
税
額
控
除
の
取
り
扱
い
が

変
わ
り
ま
す
。

【
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
】

　

正
式
に
は
「
適
格
請
求
書
保

存
方
式
」
と
い
い
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
︵
適
格
請
求

第
7
回
（
10
月
29
日
開
催
）

①
正
会
員
︵
10
月
分
︶
男
性
９

名
、
女
性
11
名
、
合
計
20
名

の
会
員
が
承
認
さ
れ
た
。

【
10
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

1
9
4
5
名
】

第
8
回
（
11
月
29
日
開
催
）

①
公
益
財
団
法
人
新
座
市
SC
補

正
予
算
︵
第
２
号
︶
が
承
認

さ
れ
た
。

【
提
案
理
由
】

職
員
の
退
職
に
伴
う
一
般
社

団
法
人
埼
玉
県
社
会
福
祉
事

業
共
助
会
の
配
当
金
を
会
計

処
理
上
繰
り
入
れ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
補
正
を
す
る

も
の
。
そ
の
意
思
決
定
を
理

事
長
が
専
決
処
分
し
た
も
の

で
す
。

②
新
座
市
自
転
車
等
駐
車
場
及

び
自
動
車
駐
車
場
の
指
定
管

理
者
候
補
者
の
選
定
結
果
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

【
選
定
結
果
】

令
和
３
年
10
月
29
日

か
も
め
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
・
日

駐
研
共
同
企
業

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
新

座
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

今
年
最
初
の
「
ゆ
う
ゆ
う
通

信
」
も
楽
し
く
お
読
み
い
た
だ

け
た
で
し
ょ
う
か
。
前
号
で
は

「
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
記
」

を
載
せ
ま
し
た
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
協
力
い
た
だ
い
た
埼

玉
県
オ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
室
に
送
付

し
ま
し
た
。す
る
と
す
ぐ
に「
体

験
記
の
執
筆
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
早
速
、
課
の
全
員

に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

い
う
葉
書
が
届
き
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
過
の
中
で
も
、
日
本

が
東
京
オ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
事
成
功
に
導
い
た
こ
と
は

歴
史
に
永
久
に
刻
ま
れ
て
い
く

は
ず
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
霧

が
早
く
晴
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

今
年
も
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。         ︵
尾
形
︶

記
後
集
編

理
事
会
報
告

③
令
和
３
年
度
業
務
監
査
・
会

計
監
査
等
の
中
間
監
査
報
告

の
講
評
が
報
告
さ
れ
た
。

④
埼
玉
県
労
働
局
経
理
事
務
指

導
に
つ
い
て

令
和
３
年
12
月
9
日
︵
木
︶

午
前
中　

実
施
予
定
。

⑤
正
会
員
︵
11
月
分
︶
男
性
18

名
、
女
性
７
名
、
合
計
25
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

︻
11
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

1
9
6
5
名
】

書
︶
と
は
、
事
業
者
間
の
商
取

引
で
、
消
費
税
や
税
額
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
に
発
行
す
る

請
求
書
等
の
こ
と
。
発
行
で
き

る
の
は
、
税
務
署
に
申
請
し
て

登
録
を
受
け
た
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
︵
消
費
税
課
税
事
業

者
︶
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
新
た
な
税
負
担
】

　

大
き
な
変
化
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
下
で
は
、
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
が
交
付
す
る
イ

ン
ボ
イ
ス
等
の
保
存
が
仕
入
税

額
控
除
の
要
件
と
な
る
こ
と
で

す
。

　

消
費
税
制
度
で
は
、
年
間
の

課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万
円

以
下
の
小
規
模
事
業
者
に
つ
い

て
は
免
税
措
置
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
会
員
も
基

本
的
に
免
税
事
業
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
取
引
相
手

が
課
税
事
業
者
か
免
税
事
業
者

か
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
取
引

に
お
い
て
「
仕
入
税
額
控
除
」

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
セ
ン
タ

ー
は
、
会
員
に
支
払
う
配
分
金

︵
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。︶
に
関
し
て
消
費
税
納
税

の
必
要
が
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

訃
　
　報

・
東　

ミ
ス
子
様
（
79
歳
）

片
山
３
丁
目

・
藤
原　

三
男
様
（
80
歳
）

野
火
止
４
丁
目

・
柳
澤　

俊
一
様
（
71
歳
）

東
北
１
丁
目

・
大
木
市
太
郎
様
（
77
歳
）

片
山
２
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

が
導
入
さ
れ
る
と
、
免
税
事
業

者
で
あ
る
会
員
は
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
で
き
な
い
た
め
、セ
ン

タ
ー
と
し
て
配
分
金
に
係
る
仕

入
税
額
控
除
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
セ
ン
タ
ー
は
、

会
員
に
支
払
う
配
分
金
に
含
ま

れ
る
消
費
税
相
当
額︵
10
％
︶を

新
た
に
納
税
す
る
必
要
が
生
じ

る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
対
応
策
】

　

制
度
そ
の
も
の
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
適
用

を
回
避
で
き
る
道
に
期
待
を
寄

せ
つ
つ
、
現
実
問
題
と
し
て
セ

ン
タ
ー
の
新
た
な
経
費
負
担
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
今

後
具
体
的
な
方
策
等
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
ま
た
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
ま
す
。


